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はじめに 

令和５年度事業計画策定に際して 
 

稲城市社会福祉協議会 

会 長   石井 律夫 
 

本年、稲城市社会協議会は法人設立５０周年の節目の年を迎えます。顧みれば、昭和

４８年（１９７３年）にわずか３名の職員でスタートし、現在は稲城市福祉部局の支援

のもとで稲城市の福祉全域に渡って福祉サービスを提供できる規模に成長し、７０有余

名の職員を抱える法人として現在に至りました。これも偏に、既に退職したあるいは鬼

籍に入られた数多なる先人各位や、今現在、額に汗して頑張っている職員、並びに市職

員各位や地域の多くの市民各位の献身的なお力添えがあったればこその５０年です。改

めて会長として、多くの方々に心よりのお礼を申し上げ、微力ながら当社協の更なる繁

栄と発展に粉骨砕身努力致しますことをお約束する次第です。 
 

さて令和３年、国は各自治体における福祉事業の進め方を大きく方向転換することを

目的として、新しい福祉のあり方「重層的支援体制整備事業」への移行と実施を各自治

体に求めました。この重層的支援体制整備事業の特に大きな柱は、弱体化した地域力の

再生を図ることにあります。自治体の持つ総合的な福祉力と、お互いを支え合う地域力

を統合させた「包括的相談支援体制」を構築し、地域や個人・家族への包括的相談体制・

支援体制を強力に築き上げることが大きな目標です。稲城市もこの国の方針に沿って、

福祉行政のあり方を再整備する検討を重ねてきました。 

当協議会では、重層的支援体制整備事業と目指す方向を同じくする「コミュニティソ

ーシャルワーク事業」を平成２９年度から今に至るまで本格実施してきました。そして、

稲城市が令和６年度から重層的支援体制整備事業を本格実施することを決定したこと

を受け、市福祉部局と当協議会は相互の力を結集して令和６年度の実施に向けて重点協

議することとなりました。当協議会では、コミュニティソーシャルワーク事業で培い体

得した「地域共生社会の実現」に向けた大いなる成果を軸に、職員一人ひとりが市民の

困りごとを受け止める相談窓口として自覚し、適切な支援を提供できるよう全力を挙げ

た事業展開を図ります。また、稲城市の「保健福祉総合計画」と当社協の「住民活動計

画・ハートフルランドいなぎ」がそれぞれ令和６年度に刷新されることから、相互に情

報共有を図り緊密な連携のもとで作業を進めます。 
 

令和４年度も３年越しの新型コロナウイルスによる感染症をそのまま引き継ぐ厳し

い年度となりました。当協議会事業実績を数値で見える化したサービスレベルを比較す

ると、コロナ前の平常時（令和元年度）の事業実績に比して、令和２年度の実績値は対

前年比８６.２％と大きく落ち込みましたが、翌令和３年度はコロナ前比で９３.０％と

回復基調にありました（２ページ参照）。恐らく令和４年度は完全回復できたと考えま

すが、引き続き感染防止対策を徹底して、市民への良質な福祉サービス提供に努めます。 
 

令和５年度における事業目標を上記の通り定めますが、事業全体における重要な基本

方針については後述の「基本方針」と「重点事業」に記載の通りとし、引き続き市民に

信頼される社会福祉協議会であり続けられるよう、当協議会役職員の総力を結集して事

業を継続展開致します。 
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会員数 7,384 95.7 ％ 89.8 ％ 7,719 名 93.9 ％ 8,221 名
賛助金額 4,998,172 96.2 ％ 95.2 ％ 5,195,849 円 99.0 ％ 5,247,425 円
寄付金額 1,728,316 58.1 ％ 69.3 ％ 2,972,751 円 119.3 ％ 2,492,647 円

ボランティアセンター
  ・ボランティア保険加入者(個人) 1,880 138.1 ％ 94.4 ％ 1,361 名 68.3 ％ 1,992 名
  ・ボランティア新規登録(個人) 登録者数 30 187.5 ％ 100.0 ％ 16 名 53.3 ％ 30 名

体験ボランティア(中高生) 参加者数 40 ％ 33.1 ％ 0 名 ％ 121 名
参加通数 231 66.8 ％ ％ 346 通 ％ 0 通

体験学習(小中生・参加延数) 参加者数 2,704 136.6 ％ 70.4 ％ 1,979 名 51.5 ％ 3,841 名
登録者累計 917 100.3 ％ 101.4 ％ 914 名 101.1 ％ 904 名
申請者数 167 48.3 ％ 46.3 ％ 346 名 95.8 ％ 361 名

延参加者数 1,557 185.4 ％ 27.5 ％ 840 名 14.9 ％ 5,653 名

活動件数※ 850 55.3 ％ 70.6 ％ 1,536 件 127.6 ％ 1,204 件
プチハンズ 参加者数 145 121.8 ％ 71.4 ％ 119 名 58.6 ％ 203 名

開催日数 920 167.9 ％ 92.4 ％ 548 日 55.0 ％ 996 日
利用者数 4,981 183.3 ％ 33.5 ％ 2,717 名 18.3 ％ 14,853 名
利用件数 1,254 124.4 ％ 90.1 ％ 1,008 件 72.4 ％ 1,392 件
利用者数 8,784 124.1 ％ 72.6 ％ 7,078 名 58.5 ％ 12,101 名

生活支援ホームヘルプ サービス 派遣件数 6 46.2 ％ 11.5 ％ 13 件 25.0 ％ 52 件
介護予防・日常生活支援 利用件数 928 92.0 ％ 103.5 ％ 1,009 件 112.5 ％ 897 件
ひとり親家庭ホームヘルプ サービス 派遣件数 119 110.2 ％ 156.6 ％ 108 件 142.1 ％ 76 件
育児支援ヘルパー派遣 派遣件数 160 98.2 ％ 72.4 ％ 163 件 73.8 ％ 221 件
居宅介護・重度訪問介護 派遣件数 1,160 82.2 ％ 77.1 ％ 1,411 件 93.8 ％ 1,504 件
移動支援ガイドヘルパー 派遣件数 769 152.9 ％ 104.1 ％ 503 件 68.1 ％ 739 件
同行援護ガイドヘルパー 派遣件数 360 129.0 ％ 114.6 ％ 279 件 88.9 ％ 314 件
重度訪問介護 派遣件数 0 ％ ％ 42 件 ％ 0 件
有償家事援助事業・いなぎほっとサービス 利用件数 4,460 103.6 ％ 94.5 ％ 4,303 件 91.1 ％ 4,722 件

利用者数 100 107.5 ％ 76.3 ％ 93 名 71.0 ％ 131 名
利用件数 1,859 140.7 ％ 83.6 ％ 1,321 件 59.4 ％ 2,223 件
利用者数 768 147.7 ％ 99.9 ％ 520 名 67.6 ％ 769 名
利用件数 2,046 148.2 ％ 97.1 ％ 1,381 件 65.5 ％ 2,108 件

紙おむつ支給事業 支給総数 1,846 107.3 ％ 115.1 ％ 1,720 名 107.2 ％ 1,604 名
手話奉仕員派遣事業 利用件数 158 109.0 ％ 69.0 ％ 145 件 63.3 ％ 229 件

利用件数 9 69.2 ％ 33.3 ％ 13 件 48.1 ％ 27 件
地域活動支援センター

  ・生活支援プログラム 利用者数 624 79.8 ％ 40.4 ％ 782 名 50.7 ％ 1,543 名
  ・オープンスペース利用 利用者数 1,368 90.5 ％ 62.4 ％ 1,512 名 69.0 ％ 2,191 名
  ・生活相談(障害別相談者数) 延べ人数 1,969 80.8 ％ 80.1 ％ 2,436 名 99.1 ％ 2,457 名

心配ごと相談 相談件数 4 400.0 ％ 80.0 ％ 1 件 20.0 ％ 5 件
参加者数 108 73.0 ％ 81.2 ％ 148 名 111.3 ％ 133 名

ひとり親家庭相談事業 相談件数 3 100.0 ％ 100.0 ％ 3 件 100.0 ％ 3 件
介護サービス相談員派遣 派遣回数 14 350.0 ％ 9.8 ％ 4 回 2.8 ％ 143 回
障害者社会参加促進事業

  ・ハートフル ステージ 参加者数 0 ％ ％ 0 名 ％ 230 名
  ・料理教室 参加者数 0 ％ ％ 0 名 ％ 11 名
  ・あおぞらスポーツ 参加者数 0 ％ ％ 0 名 ％ 140 名
  ・外出プログラム 参加者数 0 ％ ％ 0 名 ％ 9 名

  ・新規求職 求職者数 419 112.3 ％ 88.2 ％ 373 名 78.5 ％ 475 名
  ・再来求職 求職者数 583 131.3 ％ 103.7 ％ 444 名 79.0 ％ 562 名
  ・就職 就職者数 86 134.4 ％ 100.0 ％ 64 名 74.4 ％ 86 名

福祉権利擁護センター
  ・福祉サービス利用援助事業 相談件数 3,442 95.3 ％ 95.3 ％ 3,612 件 100.0 ％ 3,613 件
  ・福祉サービス利用援助新規契約 契約件数 16 123.1 ％ 64.0 ％ 13 件 52.0 ％ 25 件

   ・高齢者障害者法律相談 相談件数 15 136.4 ％ 107.1 ％ 11 件 78.6 ％ 14 件
生活福祉資金貸付 貸付件数 203 30.7 ％ 1015.0 ％ 661 件 3305.0 ％ 20 件
たすけあい資金貸付 貸付件数 16 57.1 ％ 57.1 ％ 28 件 100.0 ％ 28 件
緊急援護費 支給件数 2 28.6 ％ 50.0 ％ 7 件 175.0 ％ 4 件
総合支援資金貸付 貸付件数 507 46.2 ％ ％ 1,097 件 ％ 0 件
受験生チャレンジ貸付 貸付件数 26 96.3 ％ 70.3 ％ 27 件 73.0 ％ 37 件
生活介護事業

  ・通所訓練室・梨の郷 在籍者数 19 95.0 ％ 95.0 ％ 20 名 100.0 ％ 20 名
就労継続支援事業

  ・エイトピア工房 在籍者数 36 105.9 ％ 105.9 ％ 34 名 100.0 ％ 34 名
  ・喫茶「陽だまり」 在籍者数 5 100.0 ％ 125.0 ％ 5 名 125.0 ％ 4 名

金額 8,409,813 138.5 ％ 98.8 ％ 6,073,817 円 71.3 ％ 8,513,738 円
金額 4,200,548 113.8 ％ 92.8 ％ 3,691,505 円 81.6 ％ 4,524,990 円
金額 10,045 85.7 ％ 97.5 ％ 11,719 円 113.7 ％ 10,307 円

107.8 ％ 93.0 ％ 86.2 ％
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福祉センター貸出・利用状況

令和２年度
前年度比

17,996,474

障
害
者
支
援

援
護
事
業

一人当たり平均工賃（月額）

とまり木(引きこもりを対象としたサロン活動)

利用者工賃

はつらつワーク稲城 (無料職業紹介所)

相
談
支
援
事
業

作業収入

実績値元年度比

 (注：※令和３年度から集計方法を変更した)

ふれあい・いきいきサロン推進事業

事業実績対比(令和３年度vs２年度vs元年度)

介護支援ボランティア

社協会員数
社協会員からの賛助金額

夏・冬ふれあいレター

寄付金

令 和 ３ 年 度
実績値

在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業

手話通訳・要約筆記派遣事業

ふれあいセンター

ファミリーサポートセンター

ハンディキャブ事業

主 な 事 業

19,402,951

令和元年度

20,868,382

実績値 前年度比

主な事業実績数値・対比（％）

コミュニティ ソーシャル ワーク
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ともに生き、 ともにつくる まちづくり

福祉サービスの利用者と同居家族の生活全体を考え、 その人らしい自
立した生活を送れるよう、 必要なサービスを総合的に提供する。

住み慣れた地域で身近に福祉サービスが利用でき、 日常の生活を安
定的に継続することができる環境を整備する。

社会性や自己実現につながる新たな支え合いの仕組みを構築すると
ともに、 多様な交流の機会を確保する。

福祉サービス利用者の意志が尊重され、 サービスや生活の場の選択
ができ、 さらに提供されたサービスの評価が行えることを保障する。

より住みやすく、 活力に満ちた良質の生活環境を整え、 持続可能な
社会をつくる。

「総合性」 の尊重

「主体性」 の尊重

「地域性」 の尊重

「社会性」 の尊重

「文化性 ・快適性」 の尊重

Ⅰ. 稲城市の福祉

「稲城なしのすけ」
稲城市イメージキャラクター

みんなで支え合う
地域づくり

利用者の立場を考えた
地域密着ケアの推進

コミュニティ
ソーシャルワーク

の充実

１. 基本理念と目標

基 

本 

的 

視 

点

高
齢
者
福
祉
分
野

障
害
者
福
祉
分
野

子
ど
も
福
祉
分
野

保
健
医
療
分
野

地域福祉分野
（地域福祉の基本的考え方）

第三次稲城市保健福祉総合計画
稲
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
住
民
活
動
計
画

「ハ
ー
ト
フ
ル
ラ
ン
ド
」
い
な
ぎ

２. 稲城市保健福祉総合計画の位置づけ
稲城市保健福祉総合計画は市の基本構想である 「稲城市長期総合計画」 に基づいた保
健福祉に関する総合計画です。 保健福祉施策を高齢者福祉分野、 障害者福祉分野、 子
ども福祉分野、 保健医療分野に分け、 地域で支え自立生活を支援する地域福祉分野が
これらすべてを包み込むように構成されています。

稲城市長期総合計画

©K.Okaw ara・ Jet Inoue
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２．令和５年度「基本方針」 

 

 令和 5 年度は、「第五次稲城市住民活動計画・ハートフルランドいなぎ」の最終年

度となります。令和３年度に見直しを行った後期目標を達成すべく、引き続きコミュ

ニティソーシャルワーク事業を中心とした各種事業に全力で取り組みます。次期計

画となる「第六次稲城市住民活動計画」については、当協議会の理事・評議員及び外

部の福祉関係者やボランティア活動者などからなる策定委員会を設置して、現行計

画の検証を行った上で策定作業を進めます。策定にあたっては、同時期に稲城市が策

定する「第四次稲城市保健福祉総合計画」との整合性が求められるため、稲城市福祉

部局との情報共有を緊密に図りながら進めます。 

 コミュニティソーシャルワーク事業は、「地域共生社会の実現」に向けた「重層的

支援体制整備事業」にある 

① 相談支援（断らない相談支援体制） 

② 参加支援（社会とのつながりや参加の支援） 

③ 地域づくりに向けた支援 

を発展させるものであり、引き続きこれらを取り入れた「地域における包括的な支援

体制」の構築に努めます。その構築にあたっては、属性や世代を問わず包括的に相談

を受け止め、縦割りの制度やサービスから捉えるのではなく、ご本人やそのご家族の

生活全体を捉える支援や多職種・多機関・地域住民との連携協働による支援など、持

続可能で一人ひとりに寄り添う視点をもって進めていきます。当協議会における各

係の業務内容はそれぞれ異なりますが、どの係も地域住民の困りごとを受ける相談

窓口であり、支援の担い手です。当協議会職員一人ひとりがソーシャルワーカーであ

るという認識を持ち、各係がコミュニティソーシャルワーカーとしての支援を行っ

ていきます。様々な課題を共有する体制をより強固なものにすることで包括的相談

機能を充実させ、組織の総合力向上を目指します。 

 また、稲城市では令和６年度から重層的支援体制整備事業を実施する予定である

ことから、当該事業の受託に向けて稲城市福祉部局と協議を行っていきます。当該事

業は、平成２９年度から当協議会の中心課題として取り組んできたコミュニティソ

ーシャルワーク事業と目指す方向は同じ取り組みであることから、コミュニティソ

ーシャルワーク事業を重層的支援体制整備事業に昇華させることを目指し市と協議

をしていきます。 

 

３年余の長きにわたり社会に大きな影響を及ぼしてきた新型コロナウイルス感染

症も、ようやく収束に向かって動き始めました。これまで当協議会においてもあらゆ

る場面において、感染拡大防止のための制限を設けながら対応してきました。通常の

社会生活を取り戻していく中で、当協議会では小さなお子さんから高齢の方、障害の

ある方などが様々なサービスを利用されています。今後もコロナ関連の動向に注意

しながら、適宜、各種サービスの実施体制や支援方法等を検討し、対応していきます。 
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３．令和５年度「重点事業」 

令和５年度の重点事業は以下のとおりとします。 

 

(1) コミュニティソーシャルワークの継続実施            （地域福祉係） 

・相談部門と地域支援部門の職員の情報共有と、ふれあいセンターやふれあ

い・いきいきサロンへのアウトリーチなどを通じて地域課題を把握し、問題

解決を図ります。また、関係機関・団体や地域住民、ボランティア活動者及

び社協内各係との連携・協働により、地域課題の解決に向けた社会資源の構

築や新たな取り組みを進めます。 

・フードドライブを通じた支援、福祉なんでも相談会、就労体験の場づくりな

ど、ニーズに基づく取り組みを進めます。 

・重層的支援体制整備事業の受託に向け、稲城市福祉部局との密接な情報交換

を行います。また、これまで取り組んできたコミュニティソーシャルワーク

事業の実績に基づき、引き続き稲城の地域特性を活かした事業を進めます。 

 

(2) 会員の拡充                                        （地域福祉係） 

・５年間の実績判定期間を終え、税額控除対象法人の証明を受けるための申請

を行います。この証明を受けることにより、一定額以上を賛助した会員は賛

助金（寄付金扱い）の税額控除が受けられることだけでなく、当協議会が多

くの方々に支持される公益性の高い組織であることも併せて、ホームページ

や社協だよりなどにより広く市民に周知します。 

・賛助金協力者の拡充を目指し、引き続き企業や新しい地区の住民へのアプロ

ーチを行います。また、当協議会への理解を広げるため、事業や取り組みを

分かりやすく表現し、ＳＮＳも活用して幅広い世代を対象に広報を行います。 

・自治会に対して会員募集の協力依頼を継続し、相互の連携強化を図ります。 

・会員による賛助金、共同募金運動による募金、寄付金などの活用方法と位置

づけを明確にし、会員の拡充に関する方針の整備を検討します。 

 

(3) 障害者相談支援事業の充実             （在宅支援係） 

・障害のある人が抱える困りごとや生活課題の相談に応じ、福祉サービスやイ

ンフォーマルな支援につなげ、当事者やその家族が社会とつながりを保ちな

がら、安心して地域生活を送るための方法をともに考えます。 

・当事者の多様性について理解し、継続的な相談及び地域活動支援センター事

業やアウトリーチ、居場所や就労体験の場の提供などの各種事業を通じ、当

事者とのつながりを深めます。 

・相談支援事業から抽出された公的制度だけでは行き届かない生活課題等に

対しては、包摂的な支援を見据え、コミュニティソーシャルワーク事業と連

携しながら、解決まで継続した支援を行います。 
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(4) 地域福祉権利擁護事業の安定的な事業運営と財源確保 

（権利擁護センター） 

・判断能力が十分ではない方が適切に福祉サービスを利用できるように援助

する本事業は、高齢化によって利用者が増加することが見込まれる中、対象

となる方の権利擁護のため、市民への事業周知を図るとともに関係機関との

連携を深め、弾力的な相談支援を行うことにより本事業の利用につながるよ

う努めます。 

・本事業では「専門員」が支援のキーパーソンであり、重要な役割を担ってい

ます。専門員の人件費は、利用契約件数に応じた東京都社会福祉協議会の委

託金を主な財源としていることから、利用契約件数の増加を図り、財源確保

に努めることで、事業の安定的な運営を図ります。 

 

(5) 第六次稲城市住民活動計画の策定に向けた取り組み        （総務係） 

・第五次稲城市住民活動計画の計画期間が令和５年度で終了することから、現

計画後期の検証を行うとともに、次期計画である「第六次稲城市住民活動計

画」の策定作業を実施します。 

・策定にあたっては「第六次稲城市住民活動計画策定委員会」を組織するとと

もに、同時期に稲城市が策定する「第四次稲城市保健福祉総合計画」との整

合性が求められることから、稲城市福祉部局と緊密に連携して取り組みます。 

・実質的な策定作業は令和５年度中に終了しますが、稲城市保健福祉総合計画

との最終的なすり合わせを行う必要があることから、計画書の発行自体は令

和６年度を予定しています。 

 

(6) 法人認可 50 周年記念事業の実施             （総務係） 

・当協議会が昭和 48 年（1973 年）に法人認可を受けてから、令和５年度で

ちょうど 50 年の節目を迎えます。これを記念し、令和６年１月 20 日に中

央文化センターホールで記念式典を開催するとともに、50 周年記念誌を発

行します。 

・記念式典の実施（内容検討・準備を含む）及び記念誌の作成については、事

務局長を中心とした職員によるプロジェクトチーム（編成済）が作業を進め

ます。 

・いなぎ社協だよりをリニューアルし、より親しみやすく、分かりやすい紙面

づくりに努めるとともに、季刊発行（年 4 回）とした上で、市内全ての世帯

への直接配布を行うことにより情報提供の精度を高めます。 
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Ⅲ.　予算　

収入

単位：千円

法　人　全　体

Ｒ５ Ｒ４ 増減

収入計 531,395 530,387 1,008

支出計 531,395 530,387 1,008

収　益　事　業

Ｒ５ Ｒ４ 増減 内部取引消去 Ｒ５ Ｒ４ 増減

1．令和５年度資金収支予算総括表　（法人全体・事業区分別・拠点区分別・サービス区分別）

実質予算 493,299 499,519 -6,220

社　会　福　祉　事　業 公　益　事　業

収支差額 0 0 0

内部繰入 38,096 30,868 7,228

Ｒ５ Ｒ４ 増減

収入計 490,999 492,490 -1,491 収入 0 0 収入計

36,562 2,679 支出計 1,155 1,335 -180

-180

支出計 490,999 492,490 -1,491 支出 0 0 支出計 39,241

39,241 36,562 2,679 収入計 1,155 1,335

0 0 収支差額 0 0 0収支差額 0 0 0 収支差額 0

地域福祉活動推進事業 障害者自立支援事業 稲城市受託事業 福祉センター指定管理事業

Ｒ５ Ｒ４ 増減 Ｒ５ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ４ 増減Ｒ５ Ｒ４ 増減

259,728 269,569 -9,841 収入計 210,670 203,569

増減

7,101 支出計

13,998 11,938 2,060

支出計 259,728 269,569 -9,841 支出計 210,670 203,569

7,101 収入計 18,639 17,450 1,189 収入計

13,998 11,938 2,06018,639 17,450 1,189 支出計

収入計

0 0 0

収入 0 0 収入 0 0

0 収支差額 0 0 0 収支差額収支差額 0 0 0 収支差額 0 0

Ｒ４

決算

たすけあい資金貸付事業 高年齢者無料職業紹介所運営事業
収入

内部取引消去

支出 0 0 支出 0 0 予算

法人運営事業 障害者生活介護事業 支出

1,501

Ｒ５ Ｒ４ 増減 増減 Ｒ５

-18,914 支出計

69,962 69,482 480 収入計

増減

収入計 112,242 131,156 -18,914 収入計

Ｒ５ Ｒ４ 増減 Ｒ５ Ｒ４

0 収入計 13,080 12,969 1111,501

0 支出計 13,080 12,969 111

収支差額 0 0 0 収支差額

69,962 69,482 480 支出計 1,501 1,501

0 収支差額 0 0 0

支出計 112,242 131,156

地域福祉活動事業 障害者就労継続支援事業

0 0 0 収支差額 0 0

歳末たすけあい運動事業 福祉有償運送事業
収入計 45,234 45,642 -408 収入計 81,196 79,650 1,546

Ｒ５ Ｒ４ 増減 Ｒ５ Ｒ４ 増減

収支差額 0 0 0 収支差額 0

79,650 1,546支出計 45,234 45,642 -408 支出計 81,196

0 0 収入計 60

Ｒ５ Ｒ４

収入計 8,886 7,911 975

支出計 461 401 60 支出計 8,886 7,911 975

増減Ｒ５ Ｒ４ 増減

461 401

0

Ｒ５ Ｒ４ 増減 Ｒ５ Ｒ４ 増減

ボランティア活動推進事業 居宅介護等事業 収支差額 0 0 0 収支差額 0 0

11,480 -192

支出計 40,670 37,010 3,660 支出計 11,288 11,480 -192

収入計 40,670 37,010 3,660 収入計 11,288

介護保険事業
収支差額 0 0 0 収支差額 0 0 0

Ｒ５ Ｒ４ 増減

助成事業 地域活動支援センター 収入計 3,277 3,744 -467

収入計 9,071 8,558 513 収入計 22,005

Ｒ５ Ｒ４ 増減 Ｒ５

21,442 563 収支差額 0 0 0

支出計 3,277 3,744 -467Ｒ４ 増減

21,442 563

収支差額 0 0 0 収支差額 0 0 0

支出計 9,071 8,558 513 支出計 22,005

生活福祉資金貸付事務事業 相談支援事業

Ｒ５ Ｒ４ 増減 Ｒ５ Ｒ４ 増減

21,515 4,704

支出計 17,980 17,466 514 支出計 26,219 21,515 4,704

収入計 17,980 17,466 514 収入計 26,219

0

受験チャレンジ支援貸付事業

Ｒ５ Ｒ４ 増減

収支差額 0 0 0 収支差額 0

収入計 5,010 4,500 510

支出計 5,010 4,500 510

0

収支差額 0 0 0

福祉サービス利用援助事業

Ｒ５ Ｒ４ 増減

収支差額 0 0 0

収入計 29,521 25,237 4,284

支出計 29,521 25,237 4,284
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１
）

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

の
推

進

①
「

地
域

福
祉

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

」
の

配
置

・
C

S
W

の
継

続
実

施

・
ふ

れ
あ

い
セ

ン
タ

ー
の

運
営

ふ
れ

あ
い

セ
ン

タ
ー

8
カ

所

③
「

支
え

合
い

、
お

互
い

さ
ま

」
の

意
識

を
高

め
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
、

メ
ニ

ュ
ー

の
開

発
「

福
祉

の
学

び
」

の
実

施

・
福

祉
教

育
（

再
掲

）

・
成

年
後

見
制

度
等

市
民

向
け

講
座

２
）

福
祉

教
育

の
推

進

・
夏

体
験

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

②
学

校
と

の
連

携

・
教

員
向

け
研

修
会

3
．

令
和

5
年

度
　

事
業

の
体

系

※
第

五
次

稲
城

市
住

民
活

動
計

画
に

対
応

す
る

令
和

5
年

度
の

主
な

事
業

令
和

5
年

度
の

主
な

事
業

及
び

予
算

　
（

★
は

重
点

事
業

：
予

算
は

事
業

費
・

事
務

費
の

み
）

　
　

　
（

単
位

：
千

円
）

事
　

　
業

備
考

基
本

目
標

・
ふ

れ
あ

い
セ

ン
タ

ー
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
研

修

・
Ｃ

Ｓ
Ｗ

の
継

続
実

施

主
な

事
業

具
体

的
な

取
り

組
み

取
り

組
み

の
方
向

－ 17 －



予
算

令
和

5
年

度
の

主
な

事
業

及
び

予
算

　
（

★
は

重
点

事
業

：
予

算
は

事
業

費
・

事
務

費
の

み
）

　
　

　
（

単
位

：
千

円
）

事
　

　
業

備
考

基
本

目
標

主
な

事
業

具
体

的
な

取
り

組
み

取
り

組
み

の
方
向

障
害

者
支

援
予

算
高

齢
者

支
援

予
算

子
育

て
支

援
予

算
ひ

と
り

親
支

援
予

算
低

所
得

者
支

援
予

算

有
償

家
事

援
助

事
業

の
実

施
7

,9
0

0

子
育

て
援

助
活

動
支

援
事

業
の

実
施

4
9

0

福
祉

有
償

運
送

事
業

の
実

施
5

,7
8

9

活
動

者
の

確
保

と
研

修
の

実
施

－

新
た

な
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
サ

ー
ビ

ス
展

開
の

検
討

・
居

宅
介

護
・

同
行

援
護

・
日

常
生

活
支

援
ヘ

ル
パ

ー
9

5
8

・
育

児
支

援
ヘ

ル
パ

ー
5

8
7

・
ひ

と
り

親
ヘ

ル
パ

ー
4

9
0

・
重

度
訪

問
介

護
・

生
活

支
援

ヘ
ル

パ
ー

3
7

・
移

動
支

援
9

0
2

・
意

思
疎

通
支

援
2

,4
3

3

・
特

定
障

害
者

相
談

支
援

3
6

7

・
障

害
者

計
画

相
談

支
援

4
6

9

障
害

者
就

労
継

続
支

援
事

業
（

Ｂ
型

｝
充

実
・

就
労

継
続

支
援

（
Ｂ

型
）

1
1

,1
4

4

生
活

介
護

事
業

の
充

実
・

生
活

介
護

7
,3

5
6

・
地

域
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
9

4
4

・
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

1
0

・
障

害
者

外
出

支
援

－

・
障

害
者

料
理

教
室

－
・

ハ
ー

ト
フ

ル
ス

テ
ー

ジ
－

8
,6

1
6

は
つ

ら
つ

ワ
ー

ク
稲

城
の

運
営

は
つ

ら
つ

ワ
ー

ク
稲

城
1

,8
9

0

介
護

サ
ー

ビ
ス

相
談

員
1

,2
3

6
生

活
福

祉
資

金
1

,4
9

0

受
験

生
チ

ャ
レ

ン
ジ

支
援

貸
付

9
1

た
す

け
あ

い
資

金
1

,5
0

1

応
急

援
護

6

①
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
を

活
用

し
た

効
果

的
な

情
報

発
信

方
法

の
検

討

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
を

活
用

し
て

幅
広

い
世

代
を

対
象

に
情

報
発

信
、

収
集

を
行

い
、

必
要

な
情

報
が

必
要

な
人

へ
届

く
仕

組
み

づ
く

り
－

★
3

,4
7

6

1
6

6

1
8

8

①
総

合
相

談
の

実
施

に
向

け
た

組
織

体
制

の
強

化
組

織
体

制
の

強
化

に
向

け
た

検
討

4
8 － 4

1
5

1
0

0

②
民

間
助

成
金

の
活

用
と

寄
付

金
の

募
集

事
業

周
知

活
動

の
効

果
的

な
実

施
に

よ
る

寄
付

の
し

や
す

い
仕

組
み

づ
く

り
と

民
間

助
成

の
活

用
促

進
－

③
収

益
事

業
の

拡
充

収
益

増
加

に
向

け
た

取
り

組
み

1
,1

5
1

④
基

金
・

積
立

金
の

積
極

的
な

活
用

4
6

1

４
）

地
域

に
お

け
る

公
益

的
な

取
り

組
み

の
実

施
①

公
益

的
な

事
業

の
実

施
地

域
に

お
け

る
公

益
的

な
取

り
組

み
の

実
施

1
9

・
Ｏ

Ｊ
Ｔ

推
進

研
修

・
災

害
Ｖ

Ｃ
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
養

成
講

座
　

運
営

者
コ

ー
ス

・
実

習
指

導
者

講
習

会

予
算

は
事

務
費

の
み

の
計

上

・
子

ど
も

の
居

場
所

「
く

れ
ば

！
」

永
明

会
・

東
保

育
会

と
共

同
実

施

・
収

益
事

業
自

動
販

売
機

手
数

料
収

入

・
Ｏ

Ａ
研

修

会
員

の
拡

充
1

0
0

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

と
リ

ン
ク

②
「

い
な

ぎ
社

協
だ

よ
り

」
の

紙
面

内
容

と
配

布
方

法
の

改
善

よ
り

親
し

み
の

あ
る

わ
か

り
や

す
い

紙
面

づ
く

り

・
社

協
だ

よ
り

年
４

回
発

行
　

印
刷

及
び

全
戸

配
布

の
経

費

・
ふ

れ
あ

い
通

信
社

協
だ

よ
り

発
行

時
は

社
協

だ
よ

り
に

併
載

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ

市 民 と つ な が り 、 と も に 歩 む 社 協 を つ く え い ま す

１
）

広
報

活
動

の
充

実

・
Ｓ

Ｎ
Ｓ

の
活

用

２
）

事
務

局
組

織
体

制
の

強
化

・
歳

末
た

す
け

あ
い

運
動

地 域 の つ な が り を 活 か し て 一 人 ひ と り の 生 活 を 支 援 し ま す

④
市

民
が

支
え

る
サ

ー
ビ

ス
の

推
進

ほ
っ

と
サ

ー
ビ

ス
事

業

②
職

員
育

成
の

強
化

人
材

育
成

の
仕

組
み

づ
く

り

・
階

層
別

研
修

（
新

任
・

チ
ー

ム
リ

ー
ダ

ー
・

中
堅

職
員

）

３
）

財
源

確
保

の
取

り
組

み
の

強
化

①
社

協
会

員
制

度
会

員
拡

充
の

工
夫

★

２
）

各
支

援
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

・
紙

お
む

つ
支

給
事

業

フ
ァ

ミ
リ

ー
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
事

業

ハ
ン

デ
ィ

キ
ャ

ブ
事

業
ヘ

ル
パ

ー
等

研
修

事
業

：
各

事
業

で
実

施
す

る
研

修
を

各
事

業
の

ヘ
ル

パ
ー

等
（

Ｆ
Ｓ

Ｃ
．

福
祉

有
償

運
送

を
含

む
）

を
対

象
に

実
施

⑤
各

種
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

展
開

ホ
ー

ム
ヘ

ル
プ

サ
ー

ビ
ス

の
実

施

1
,1

8
1

障
害

者
相

談
支

援
事

業
に

お
け

る
精

神
障

害
者

へ
の

支
援

の
充

実

地
域

と
の

つ
な

が
り

を
意

識
し

た
「

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

」
の

運
営

－ 18 －



拠
点
区
分

サ
ー
ビ
ス
区
分

公益事業社会福祉事業

　
地
域
福
祉
活
動
推
進
事
業

　
障
害
者
自
立
支
援
事
業

　
稲
城
市
受
託
事
業

　
た
す
け
あ
い
資
金
貸
付
事
業

　
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
事
業

　
稲
城
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
事
業

　
高
年
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
運
営
事
業

　
福
祉
有
償
運
送
事
業

　
介
護
保
険
事
業

　
障
害
者
生
活
介
護
事
業

４．予算の体系 

　
地
域
福
祉
事
業

　
法
人
運
営
事
業

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

　
受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
事
務
受
託
事
業

　
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
務
受
託
事
業

　
助
成
事
業

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
事
業

　
相
談
支
援
事
業

　
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
居
宅
介
護
等
事
業

　
障
害
者
就
労
継
続
支
援
事
業

法　　人　　全　　体

収益事業
事業
区分

－ 19 －



５．事業区分・拠点区分・サービス区分の概要

拠点区分

社会福祉事業区分

地域福祉係

生活福祉資金貸
付事務受託事業

地域福祉活動
推進事業

ボランティア活
動推進事業

助成事業

受験生チャレン
ジ支援貸付事務

受託事業

福祉サービス利
用援助事業

権利擁護
センター

法人運営事業

法人運営に係る経費

地域福祉事業

地域福祉コーディネート事業（コミュニティソーシャルワー
ク）、住民参加による有償家事援助事業、紙おむつ支給事業、ひ
とり親家庭総合支援事業他

ボランティアの養成、派遣、講習会の実施、活動支援等市内にお
ける様々なボランティア活動を推進する事業

ボランティアグループへの活動費助成、歳末たすけあい運動によ
る市内諸団体への助成事業

サービス区分

事業：生活福祉資金

収入：市補助金、市受託金、共同募金配分金、ボランティア保険
負担金他

収入：市受託金他

事業：ボランティア活動推進、ふれあいセンター、介護支援ボラ
ンティア、ボランティア活動推進協議会他

判断能力が不十分な方を対象とする福祉サービスの利用援助、金
銭管理サービス、成年後見制度の利用支援等を行う事業

収入：市受託金(権利擁護センター)、東京都社会福祉協議会受託金
(地域福祉権利擁護事業)、利用料他

事業：稲城市福祉権利擁護センター事業(あんしん・いなぎ）、地
域福祉権利擁護事業、保健福祉サービス苦情解決委員会（市制
度）

担当係名収 入 及 び 主 な 事 業

収入：賛助金、寄付金、市補助金他

事業：理事会・評議員会、会員募集、社協だより、ホームペー
ジ、民生・児童委員調査活動費、自治会地域福祉活動費、基金・
積立金、苦情解決第三者委員会(社協制度)、地域における公益事
業、社協運営他

収入：市補助金、共同募金配分金、利用料、事業会費他

事業：総合相談、ほっとサービス、ひとり親総合支援、紙おむつ
支給、心配ごと相談、いきいき芸能大会、ふれあいいきいきサロ
ン事業、在宅福祉サービス運営委員会他

事業：受験生チャレンジ支援貸付

収入：市補助金他

事業：障害者団体等レクリエーション助成、手作り市民まつり助
成、高齢者食事サービス助成

収入：東京都社会福祉協議会受託金他

低所得世帯及び障害者のいる世帯等を対象として、就労や就学支
援、失業時の生活維持に係る貸付事業

低所得世帯を対象とする、中高生の塾、予備校に要する経費、受
験料の貸付事業

総務係

総務係
地域福祉係

地域福祉係
在宅支援係

地域福祉係

総務係
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拠点区分

障害者自立支
援事業

障害者生活介護
事業

障害者就労継続
支援事業

居宅介護等事業

地域活動支援
センター

相談支援事業

稲城市受託事業

通所事業係

在宅支援係

在宅支援係

在宅支援係

地域福祉係
在宅支援係
通所事業係

収入：共同募金配分金、共同募金会交付金

収入：償還金他

事業：たすけあい資金

通所事業係

事業：特定障害者相談支援、障害児相談支援、計画相談支援

事業：歳末たすけあい運動、共同募金配分推せん委員会

総務係

地域福祉係

担当係名

事業：生活支援ヘルパー派遣、ひとり親ヘルパー派遣、育児支援
ヘルパー派遣、介護サービス相談員派遣、市防災倉庫等整備点検
等事業、意思疎通支援事業、ファミリー・サポート・センター事
業、ゆう芳の里管理受託事業

収入：市受託金、自立支援給付費他

比較的軽度の障害者を対象として、通所により福祉的就労を行う
就労継続支援事業（Ｂ型）

障害者を対象とする各種ヘルパー派遣に係る事業

収入：市受託金、事業会員会費

事業：地域活動支援センター、障害者スポーツ教室、アウトリー
チ他

歳末たすけあい運動事業

障害等お持ちの方々の社会参加に係る支援を行う事業

障害に関する総合的な相談事業、サービス利用計画の作成等を行
う事業

生活支援ヘルパー派遣、ひとり親ヘルパー派遣、育児支援ヘル
パー派遣、介護サービス相談員派遣、市防災倉庫等整備点検等事
業、意思疎通支援事業、ファミリー・サポート・センター事業、
ゆう芳の里管理受託事業

急な出費により日常生活を営むことが難しくなった世帯への緊急
的、一時的貸付事業

毎年12月に実施する歳末たすけあい運動及び募金の配分に関する
事業

たすけあい資金貸付事業

収入：市補助金、参加費

収入：自立支援給付費、利用者負担金

収入：自立支援給付費、市補助金、利用者負担金、下請作業・製
品・喫茶売上他

事業：居宅介護・重度訪問介護・同行援護、移動支援

収入：自立支援給付費、市補助金他

事業：障害者生活介護

事業：就労継続支援（エイトピア工房、ゆう芳の里、喫茶陽だま
り）

主に重度の障害者を対象として、通所により生活支援を行う生活
介護事業

サービス区分 収 入 及 び 主 な 事 業
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拠点区分

拠点区分

公益事業区分

収益事業区分

福祉有償運送事業

介護保険事業
介護予防・日常生
活支援総合事業

収益事業

在宅支援係

総務係

障害等により公共交通機関を利用することが難しい方々を対象と
して、ハンディキャブによる移動を支援する事業

高年齢者無料
職業紹介所

在宅支援係

事業：アクティブシニア就業支援センター

担当係名

収入：市受託金（指定管理料)他

事業：福祉センター維持管理

主　な　予　算　内　容

総務係

サービス区分

収入：市補助金他

稲城市社会福祉協議会が指定管理者となっている稲城市福祉セン
ターの管理運営事業

高年齢者を対象として、無料で職業紹介を行う「はつらつワーク
稲城」の運営事業

稲城市福祉センター指定管理事業

高年齢者無料職業紹介所運営事業

担当係名サービス区分

収入：市補助金、共同募金配分金、事業会費、利用料他

事業：ハンディキャブ運行事業

収入：手数料

事業：飲料用自動販売機設置

収入：介護給付費・利用料

収 入 及 び 主 な 事 業

事業：介護予防・日常生活支援総合事業

本会が実施する収益事業（自動販売機の設置）

介護認定で自立及び要支援の高齢者を対象として、日常生活を支
援するヘルパーを派遣する事業
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　（単位：円）

会員数 賛助金 会員数 賛助金 会員数 会費額

150 15,000 216 15,120 198 33,877

7,000 3,500,000 5,773 3,316,000 6,735 3,367,195

140 140,000 205 225,000 237 296,600

200 1,240,000 216 1,285,405 219 1,295,000

7,490 4,895,000 6,410 4,841,525 7,389 4,992,672

16.8% 1.1% -13.2% -3.0% 10.9% -2.0%

（単位：円）

※令和５年度は科目設置

※指定寄付には、現物寄付（現金換算）を含みます。

13,053,072

令和３年度

※令和４度会員数、会費額は決算見込

※令和４年度は決算見込み額

1,850,316

令和５年度予算
区　分

前年度比

合　計

特別会費

賛助会費

一般会費

協力会費

令和４年度

267,991

798,000

６．賛助金（会費）・会員の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

区　分 令和５年度予算 令和４年度予算 令和３年度

一般寄付 797,000 12,785,081 1,478,524

指定寄付 1,000 371,792

７．寄付金の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

計
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(単位：円)

（バザー） 740,000 （手作り市） 948,777 （手作り品等販売） 317,291

　(2) 募金の使途 (単位：円)

※

※

翌年度使用（地域福祉活動費） 3,280,855

385,025

385,025

3,892,866

4,196,131

サロン活動助成

合　計（Ｂ） 3,665,880

ふれあい・いきいきサロン推進事業

歳末Ｃ配分

ハンディキャブ事業運営費

ふれあいセンター運営費

0

800,000800,000

1,507,866

508,000

歳末Ｃ配分 200,000 0

877,000

0

87,525

※令和５年度予算は募金目標額（預かり金処理のため募金額は資金収支計算書に計上されません）

合　計（Ａ）

令和４年度 令和３年度区　分

3,592,874

-4.1%

158,062

44,110

前年度比

福祉ｾﾝﾀｰ募金

87,966

2,123,754

８．歳末たすけあい運動における募金と使途の推移

300,000

180,000

80,000

　(1) 募金額

-4.7% 16.8%

4,196,126

300,658

庁舎内募金

募金箱

事務費

1,599,758

303,265

303,265

881,097

当該年度使用

※令和４年度は決算見込み額

190,006

手作り市他

274,710

53,883

367,449

4,000,000

533,240

50,000

2,301,569

街頭募金

各年度の収入合計（Ａ）と支出合計（Ｂ）の差（令和２年度：89,006円　令和3年度：65,006
円）は、共同募金会から配分推薦委員会事務費と繰越金（預金利息）によるものです。

歳末たすけあい運動に寄せられた募金総額の10％を上限として、当該年度の事務費として認めら
れています。

350,000

区　分 令和５年度予算 令和４年度 令和３年度

2,300,000地区募金

窓口扱い
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（単位：円）

令和３年度
決　算 積　立 取　崩 決算見込 積　立 取　崩 基金・積立金額

R３年度寄付 R４年度寄付

180,000 10,248,118

利息 利息

34 35

積立 積立

3,500,000 0

利息 利息

467 502

積立 積立

0 0

利息 利息

48 49

積立 積立

10,000,000 20,000,000

利息 利息

204 299

合　　　計

101,001,198 13,680,897 10,493,229 104,188,866 30,249,148 24,500,000 109,938,014

※利息は見込み額

災害ボランティアセンター設置準備積立金

組織運営調整積立金

９．基金・積立金の状況

令和４年度 令和５年度

1,000,000 0 0 1,000,000 0

区　　　分

基　本　金

145

0 1,000,000

ボランティア基金

46,703,61547,015,875 313,229 50,203,113 3,500,000

福祉推進積立金

固定資産等整備積立金

当協議会が所有する固定資産の「減価償却累計額」を、積立金目標額としています。

0 14,551,158

3,529,948 180,000 3,529,982 1,000,000 12,778,135

各年度の指定寄付金を翌年度に積み立てます。

14,550,869 144 0 14,551,013

29,905,853

目標額：３４，０００，０００円

4,999,156 0 4,999,204 0 4,999,253

目標額：５，０００，０００円

29,905,350 10,000,000 29,905,554 20,000,000
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(単位：円)

予算

1,165,800

3,440,000

(単位：円)

予算

地域福祉活動推
進事業

ボランティア活
動推進事業

1,151,383

1,000,000

4,762,000

10．新規・レベルアップ事業

ふれあいセンター平尾移転
・平尾小学校から平尾住宅商店街へ

社会福祉事業

3,476,000

ゆう芳の里リフォーム設計費用
（福祉推進積立金より支出）

障害者就労継続
支援事業

　(2) レベルアップ事業

事業区分・拠点区分・サービス区分 内容

法人全体

いなぎ社協だより全面刷新
・タブロイド判、全戸配布
・季刊発行（４月・７月・10月・１月）
（７月20日号～）

　(1) 新規事業

事業区分・拠点区分・サービス区分 内容

法人全体
第六次稲城市住民活動計画の策定作業
・住民活動計画策定委員会
・策定支援コンサルタント契約

法人認可50周年記念事業
・記念式典（表彰式含む）
・記念誌発行

活動車両買い替え
（固定資産等整備積立金より支出）
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